１　二度とない人生だから　（３－(1)　生命の尊重）
主題のねらい

　命あるものすべてにいつくしみの心で接し，心豊かに毎日を送ろうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) ２年生として，今どんなことを考えているか話し合

　う。

　○学級・学習・生活・その他について，今取り組んで  ＊自由に発表させ，無理に発表させることの

　　いることはあるか。                              　ないように心がける。

　・２年生なのだから，クラブ活動や勉強に一生懸命取

　　り組みたい。

　・みんなが協力し合える学級にしたい。

　・生きがいについて考えたい。

(2) 資料『二度とない人生だから』を読んで話し合う。  ＊何回もくり返し読ませ，作者の自然に対す

　 eq \o\ad(①本文を読んで，いちばん心に感じたところはどこ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　る感じ方や考え方，二度とない人生の生き

　　か。                                            　方をとらえさせる。

　・一輪の花にも無限の愛を……                      ＊できるだけ多くの生徒に発表させるように

　・一羽の鳥の声にも無心の耳を……                  　心がける。

　・一匹のこおろぎでもふみ殺さないように……

　②作者はどんな心の人だろう。                      ＊本文のどの箇所からそう思ったのかも聞い

　・生きるものすべてに温かい愛情を持った人。        　てみる。

　・心の清らかな温かい人。

　・優しい人。

　・平和を愛する人。

　③作者はこの詩で何を訴えているのだろう。          ＊作者は高等学校の教師をし、その後は社会

　・自然を愛すること。                              　奉仕活動に従事している。作者の心境につ

　・豊かな心を持つこと。                            　いて補説する。

　・感謝して，すなおに人生を生きること。            ＊自然界に生命の尊厳性を感じ取らせ，生命

　・戦争のない平和な社会をつくること。              　に対する畏敬の念を深めるようにしたい。

(3) 自分の生き方について考える。                    ＊もう一度本文を黙読させ，これからどのよ

　○この詩から学んで，これからどのように生きたいと  　うな生き方をしたいかまとめる。

　　思うかについて考えてみよう。                    ＊数名に発表させる。


(4) 教師の説話を聞く。

　○教師自身の感想を交えながら『二度とない人生だか  ＊自然に対する愛と感謝，他人に対する愛情

　　ら』を生徒に考えさせ，自然に対する愛と感謝，他  　について考えさせる。

　　人に対する愛情のたいせつさを説話する。          ＊作文や詩を書かせる。

　○最後に，まとめとして，教師自身が『二度とない人  ＊教師自身も感動を持って読むようにすると

　　生だから』を朗読する。                          　よい。

２　旅をするように　（３－(3)　人間の気高さ）
主題のねらい
　人間は人間を超えた世界を感受できることを知ることを通して，人間として生きる喜びを見出せるようにする。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 旅とは人の気持ちをどのようにするのか，具体例を  ＊家族旅行や修学旅行などを振り返りながら

　あげる。                                          　考えさせる。

　○旅をしたときの気持ちを出してみよう。            ＊風景の写真などを掲示しイメージをふくら

　・登山をして頂上に登ったら気持ちよかった。        　ませるようにしたい。

　・いろんな景色や物を見られて楽しい。

　・親切にしてくれる人がいて嬉しい。

  ・のんびりすることができる。

(2) 資料『旅をするように』を読んで話し合う。        ＊資料は教師が範読する。

　①「人の心がしみる」とはどのようなことだろうか。  ＊どのようなとき，人は心が動かされるのか

　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>　　　　 考えたい。作者はこの夫婦に出会ってなぜ

　・たいせつな物をくれるなんて，胸がジーンとくる。  　胸が熱くなったのかを考えたい。

　・心が通じ合うような気持ちがする。                　それは「心をオープン」にしているからと

　・ものすごく嬉しい。                              　いうことにも気づかせたい。

　・自分なら何もしないだろうに美しい心の人だなあ。

　・出会いをたいせつにしている人たちだなあ。

　・人間は太古の昔からつながっているのだ。

　②自分が生きていて，意識をもち感情をもつというこ  ＊人はどのような意識や感情をもっているの

　　とを「永遠の不思議」というのはどういうことだろ  　か具体的にあげてみる。

　　うか。　　　　　　　　　　　 　　　　　　<②>   　それは，自分自身がこの世に存在するから

　・自分でも予想のつかないことだ。                  　こそ意識も感情ももてる。その不思議に気

　・自分も自然の一つで値打ちがある。                　づかせたい。

　・魅力的だなあ。

　・一言では言えないぐらい不思議だ。

  ・一瞬一瞬はもう戻らない。

　・一瞬一瞬変化していて気持ちもどんどん変わる。

　③「旅をするように生きる」とはどんな生き方をいう  ＊「旅をするように生きたい」という作者に

　　のだろうか。                                    　共感的に考えさせたい。これからの人生を

  ・新しい発見をたいせつにしたい。                  　たいせつに生きていきたいという思いが，

　・二度と戻らない人生だからたいせつにしたい。      　自分の中にもあることに気づかせたい。

　・いろんな人と出会って心を感じたい。

　・感動したことをみんなに伝えたい。

　・毎日平凡な生活だけど心はいつも変化を感じられる

　　ようにしておきたい。

(3) 「一期一会」という言葉はどういう意味だろう。    ＊「一期一会」の言葉の意味を考える。

３　どの花見てもきれいだな　（４－(3)　正義，公正・公平）
主題のねらい
　だれに対しても公正・公平に接し，差別や偏見のない社会の実現に尽くそうとする心情を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料を読み，感じたことを発表する。

　○『どの花見てもきれいだな』を読んで印象に残った  ＊自分たちは，平素，世界の国々の人々に対

　　ところは。                                      　してどんな思いを持っているかについて，

　・黒人に対しては，差別意識を持っているんだな。    　正直に発表させる。

(2) 資料『どの花見てもきれいだな』を読んで話し合う。

　①「チューリップの花」の歌詞を読んで思ったことを  ＊いろいろな色の花が咲きそろっていて，か

　　まとめてみよう。              <考えてみよう①>  　えって美しさを増していることに気づかせ

　・いろいろな色のチューリップが咲きそろった美しい  　たい。

　　情景が思い浮かぶ。                              ＊色は違っていても，一本一本のチューリッ

　・いろいろな色の花が混じっているので美しいのでは  　プはそれぞれ精一杯花を咲かせ，観賞の対

　　ないか。                                        　象になっていることを押さえさせる。

　・一本一本みんな色が違っているが，それがまた美し

　　い。

　②花の大好きな父親は，どうして野草の花だけを引き  ＊きれいな花を咲かせる野草でも，父親にと

　　ぬいてしまったのだろう。　　　　　　　　  <②>  　っては，つまらないじゃまになる草花だと

  ・野草は野草で，草花ではないと決めつけていた。    　決めつけていたことを押さえさせる。

　③野草の花だけを引きぬく父親を見て，二人の子ども  ＊子どもは純真である。子どもの純真さを踏

　　はどのように思っただろう。　　　　　　　　<③>  　みにじる父親の態度を納得しかねている子

　・美しく咲いている花なのにどうして引きぬくのだろ  　どもたちの気持ちを十分考えさせたい。

　　う。

　・お父さんの行動は理解できない。おかしいな。

　④黒人である「わたし」を見てわが子を自分の方へ引  ＊母親も父親も偏見でもって，ものや人を見

　　き寄せた母親と，野草の花だけを引きぬいた父親    　ようとしているところに気づかせる。

　　の，考え方の共通点について考えてみよう。　<④>  ＊偏見でものや人を見ては，真実の姿をとら

　・自分の考えに合わないものはすべて切り捨てようと  　えられないことを押さえさせたい。

　　したり，つまらないものだと決めつけている。

　・ほんとうの姿を見て判断しようとしていない。

　⑤外国人に対しての固定観念について振り返ってみよ  ＊一部の国の人々，人種に対して間違った偏

　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<⑤>  　見を持っていることに気づかせる。

　・発展途上国の人たちなどを低く見ることが多い。

(3) 国際化時代を迎え，わたしたちはどのような態度を  ＊日本人として，世界の国々の人たちと仲良

　とればよいかについて考える。                      　くつき合うためには，人間としてすべての

                                                    　人を尊重することのたいせつさを考えさせ

                                                    　る。

４　他人に迷惑をかけない　（４－(2)　公徳心，社会連帯）
主題のねらい
　公徳心と社会の一員としての自覚を高め，よりよい社会を協力してつくりあげようとする意欲を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 他人から迷惑をかけられた経験や，迷惑をかけた経

　験について話し合う。

　①他の人から迷惑をかけられた経験やその時の気持ち  ＊学校内での出来事は，発表しにくい場合も

　　を発表してみよう。                              　あると思われるので，学校外の経験などに

　・自動車の音が騒々しい。隣家の犬の鳴き声がやかま  　限定して発言を求めるのもよい。

　　しい。（騒音に関するものが多いだろう）

  ・うるさいなあ，他人のことを考えないのかと思う。

　②他の人に迷惑をかけたなあ，と思っていることはな  ＊迷惑をかけた経験より迷惑をかけられたと

　　いか，自分の経験を話してみよう。                　 eq \o\ad(思っている経験の方が多く出されるだろう。,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・自転車を店先に置いて注意されたことがある。      　その差についても注意をさせたい。他人の

　・道路を友だち数人で横に広がって歩いた。          　ことには敏感で，自分に被害がある場合は

                                                    　強く意識されているのである。

(2) 資料『他人に迷惑をかけない』を読んで話し合う。

　①資料の中の「迷惑な話」について，どうして迷惑な  ＊資料の中の「迷惑」な話のいくつかを，個

　　のか考えてみよう。　　　　　　<考えてみよう①>  　別に何が迷惑なのか，それは何故なのか，

　(i) 歩きタバコやタバコの吸いがら・空き缶のポイ捨  　を話し合う。

　　ては，どの点が迷惑なのか。                      ＊左の例に挙げたもの以外についても，考え

　・タバコの火でやけどをする。回りをよごす。        　させることができる。ひと言でまとめれば

　(ⅱ)爆音で走り回るオートバイはどうか。            　他人の迷惑になっている，ということだ

　・うるさい，赤ん坊がびっくりする。                　が，様々な悪影響を与えていることに気づ

　・他の車の通行にも邪魔になっている。              　かせ自覚させる。

　②一人一人のどんな気持ちが迷惑を引き起こしている  ＊<考えてみよう①>で，とりあげた問題点の

　　のだろう。　　　　　　　　　　　　　　 <②>   　　原因になっている心理，意識をしっかり考

　・自分勝手，吸いガラや缶を持ち歩くのは不便。      　えさせたい。

　・目立ちたい，注目してほしいから。

　・自分の感情がおさえられないから。

　③「他人の身になって考える」ことで，たいせつにさ  ＊孔子の教えを参考にしながら，自分ととも

　　れ守られているのは，どんな思いだろう。　　<③>  　に他人も同等に考えようとする気持ちがた

　・他の人の幸せな生活を妨げないという気持ち        　いせつなことに気づき，それを持ち続けよ

　・社会は自分だけのものではない，という気持ち      　うとする意欲を引き出したい。

(3) 教師の話を聞く                                  ＊つい，自分だけなら，という軽い気持ちで

　○ eq \o\ad(教師自身が，他人に迷惑をかけていながら気づか,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　していたことが，他人の大きな迷惑になっ

　　ず，後で，そのことを知って自責の念をもった例が　　ている例があれば話してみたい。

　　あれば。
５　いっぱいいっぱい恥をかこう　（１－(4)　理想の実現）
主題のねらい
　自分自身の目標を心に強くもち，全力を尽くそうとする態度を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 恥をかいたことについての導入。                  ＊恥ずかしい経験の後，同じ経験をしたくな

　○恥ずかしい思いをしたことってある？              　くて逃げてしまうことが多いと思われる。

　　そのとき，どんな気持ちになったのだろう？        　その経験を活かして頑張ったという意見も

　・人前で間違えて笑われた。もう答えないでおこう。  　引き出させたい。

　・寝坊して慌てて登校したら，髪が乱れていて笑われ

　　た。明日はちゃんと起きて鏡を見よう。

(2) 資料『いっぱいいっぱい恥をかこう』を読んで話し  ＊資料は教師が範読する。

　　合う。

　①ロス五輪で途中棄権して，次のマラソンまで，どう  ＊日本中の期待を背負って出場したのに途中

　　して４年もかかったのだろう。　<考えてみよう①>  　棄権という初めての挫折を味わい，立ち直

　・今までかっこいい姿ばかりだったのに恥ずかしい。  　るのに４年もの年月がかかったことをおさ

　・友だちに顔を合わせられなかった。                　える。

　・また負けるのは嫌だった。

　・負けるのが怖かった。

　・初めて負けて挫折して立ち直れなかった。

  ・ようやく自分に自信をもてるようになった。

　②大阪国際女子マラソンで途中でやめそうになったあ  ＊沿道からのやじで「いい結果を出したい」

　　と，どうして最後まで走る気になったのだろう？    　という心の中を見抜かれた瞬間，足が止ま

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 <②>  　ってしまう。しかしまた走る気になった。

　・最後まで走ることが今回の目的だから。            　その心の動きを考えさせたい。

　・２度も途中棄権はしたくないと思ったから。

　・みんなに負けても自分には負けたくなかったから。

　・「ゴールがスタートだから」とノートに書いた自分

　　の気持ちを思い出したから。

　③「自分自身の目標を心に強く持ち，全力をつくす」  ＊新しい挑戦に失敗はつきもの。その失敗に

　　ことはどうしてたいせつなのだろうか。　　　<③>  　全力で立ち向かうことによってたくさんの

　・中途半端で終わったら何も得られない。            　ことを学び，成長するということに気づか

　・自分に妥協したら成長が止まってしまう。          　せたい。

　・満足感が得られるから。
　・全力を尽くすと失敗も出てくる。その失敗を全力で
　　どう乗り越えるかがたいせつである。
(3)教師の説話を聞く。                               ＊全力を尽くしても失敗はある。成功しない

　・全力を尽くしても成功しなかったが，充実感もあり  　場合の方が多い。そこから学ぶことのたい

　　自分自身が成長したという例をあげる。            　せつさについて考えさせたい。

６　一枚のはがき　（２－(1)　礼　儀）
主題のねらい
　礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動ができるようにしようとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 人との応対で不愉快な思いをした経験を話し合う。  ＊資料『一枚のはがき』は，恩恵を受けたの

  ○人と出会ったり，話をしたりして，不愉快な思いを  　に感謝の意を表さなかった心の痛みが主流

　　したのはどんなときか。                          　となっている。そのため，礼儀を失した一

　・まじめに聞いてくれず，ちゃかされたとき。        　例にとどまりがちである。主題のねらいを

  ・親切にしてあげたのに，礼を言われなかったとき。  　明確にし，言語・動作・服装・態度など，

  ・だらしない服装をしている人だったとき。          　礼儀を広い視野からとらえ，問題意識を確

                                                    　立したい。

(2) 資料『一枚のはがき』を読んで話し合う。

  ①おじの家で，歓迎された３人の気持ちを考えてみよ  ＊おじの一家の心をこめての歓待に，作者は

　　う。 　　　　　　　　　　　　 <考えてみよう①>  　感激し，感謝している。にもかかわらず礼

  ・こんなに大歓迎されて申し訳ない。                　状を出さなかったことから，感謝の心が通

  ・ありがたいという感謝の気持ち。                  　じていないことを押さえたい。

  ・峠まで荷物を運んでもらって恐縮した。

  ②おじから来たはがきを見たときの作者の気持ちを考  ＊手紙をもらえば必ず返事を書くというのは

　　えてみよう。 　　　　　　　　             <②>  　礼儀の初歩である。だが，このことが実行

  ・恥ずかしいことをした。汗顔赤面の気持ち。        　できない人が多い。少年時代から習慣づけ

  ・友人にも礼状を出すように言っておけばよかったの  　ることを考えさせたい。

　　に。

  ③作者が自分の子どもに，｢お礼状を忘れるな｡｣と厳   ＊作者が「汗顔赤面」したのは，礼儀を心得

　　しくしつけているのはなぜだろう。　　　　　<③>  　ていなかったことへの痛切な反省からであ

  ・自分の失敗が身にしみて悔やまれたから。          　る。子どもに厳しく教えたのは，二度と同

  ・子どもには二度とこんな失敗をさせたくない。      　じ過ちを繰り返させたくないのと，習慣づ

  ・失礼をせぬように習慣づけておきたいから。        　けたいためである。

(3) 礼儀の重要性について話し合う。

  ○社会生活で，礼儀が必要なのはなぜだろう。　<④>  ＊資料『一枚のはがき』は，好意に対して感

　・礼儀を欠いたために，疎遠になったり，誤解が生じ  　謝の心を示さなかったという特定のケース

　　たりすることがある。                            　なので，言語・動作・態度など，あらゆる

  ・心があっても礼儀という形に示さないと，誠意は相  　面に広げて考えさせたい。

  　手に伝わらない。

  ・礼儀は，人間関係や社会生活を円滑にするから。    ＊伝統として受け継がれている面も大切にし

                                                    　たい。

(4) 教師の説話を聞く。                              ＊教師の失敗した体験を口火にして，生徒の

　○先生にも，礼儀を欠いて失敗した，こんな思い出が  　体験も話し合わせ，礼儀の重要性について

　　ある。                                          　考えさせる。

７　清作と学　（２－(3)　友情）
主題のねらい
　友情の尊さを理解し，信頼し助け合って，互いに励まし合い向上を願おうとする心情を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料『清作と学』を読んでの感想を話し合う。      ＊人間関係や事実の認識を容易にするため，

　○資料に登場する人物を把握し，粗筋をつかむ。      　登場人物を板書して明らかにしたい。

　○同じような経験をしたことがないか，話し合う。    ＊この資料の主人公は清作だから，清作の考

                                                    　えにポイントを置いて感想を述べ合わせた

                                                    　い。

(2) 資料『清作と学』を読んで話し合う。

　①清作が学に対してとった態度をどう考えるか。      ＊初めは，清作の学を思う気持ちは，純粋で

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　尊いものであったことをわからせる。

　・学のためを考えて，学に優しくしている。

　・足の不自由な弟を思い，厳しくできなかった。

　・身障者に対して優しい。

　②学は，なぜ高田に相談したのだろう。　　　　<②>  ＊学は，清作の行為をありがた迷惑と受け取

　・清作が学を一方的にかばう。                      　ったのか考えさせる。

　・学の気持ちを理解せず，自分の考えで押し通してい  ＊高田は清作と違い，特別な感情を学に対し

　　る。                                            　て持っていないことにふれる。

　・清作のおごり。

　③清作は，高田から学の気持ちを知らされたとき，な  ＊学の反抗的態度を感じながら，押しつけの

　　ぜ素直な気持ちにならなかったのか。              　親切を改めようとしなかったこと，高田か

　・人の親切・好意を，学こそ素直に受け取らなかった  　ら学の意中を知らされたのにかなえてやら

　　から。                                          　ず，かえっていじめにかかった清作の心の

　・いつも態度のよくない高田からの忠告だった。      　推移に着目させたい。

　④「学のほんとうの気持ち」とはどういうことだろう  ＊学は恩恵的な同情でなく，人の気持ちを尊

　　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　重した友情でつき合ってほしかったのであ

　・無理に同情してほしくなかった。                  　ろう。この学のほんとうの気持ちがわかっ

　・自分なりの努力を認めてほしかった。              　たときの清作の衝撃・反省を明確につかま

(3) このできごとを通して，清作は何を反省し，何を学  　せたい。

　んだのか考える。

　○相手に対する真の友情とはどういうことか。        ＊清作の行為は，学に対しても，高田に対し

　・単なる友情は，ほんとうにその人間を尊重すること  　ても共通して，好悪の情にとらわれたもの

　　にはならない。                                  　であることを把握させ，ほんとうの友達は

　・押しつけがましい親切は，かえって他人の迷惑にも  　信頼と敬愛に支えられてできることを理解

　　なる。                                          　させる。

(4) 教師の説話を聞く。　　　　　　　　　　　　　　　＊教師自身の経験をもとに，真の信頼・友情

　○先生にも，こんな経験がある。                    　を育むことの意義を認めたい。

８　夢の頂上へのあきらめない一歩　（１－(2)　目標への強い意志）
主題のねらい
　一歩ずつ夢の実現に向けて努力する強い意志をもとうとする態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 自分の将来の夢や目標を話し合う。
　①どのような夢や目標をもっているか。              ＊気恥ずかしさから発表しにくい生徒もいる

　・プロスポーツ選手や看護師などの職業              　ので，できるだけおだやかな雰囲気を作る

  ・オリンピック出場や芥川賞獲得などの名誉          　ように努める。

　②その目標達成のためどんな努力をしているか。      ＊問いかける程度にしておく。

(2) 資料『夢の頂上へのあきらめない一歩』を読んで話  ＊教師が範読する。
　し合う。

　①著者は「人生は山登りに似ている」と言っている    ＊目標の設定の仕方で，その準備や苦しさに

　　が，その理由は何だろう。　　　<考えてみよう①>  　違いがあること，また，達成したときの喜

　・目標によって困難さが変わってくる                　びも違うということを示唆する。

　・どちらも苦しさや失敗を乗り越えなければならない

　　から。

　・どちらも成功したらうれしい。

　②「夢をあきらめない」で，「小さな一歩ずつ」登り  ＊エベレスト登頂のために著者がどんなトレ

　　続けることはどうしてたいせつなのだろう。　<②>  　ーニングをしたかを想起させ，それも登頂

  ・あきらめたら振り出しに戻ってしまうから。        　のための「一歩」である事を知らせる。

　・「小さな一歩ずつ」でも，その積み重ねがゴールだ  ＊もし，あきらめていたら，著者の人生観は

　　から。                                          　どう変わっていたかを考えさせる。

　・あきらめるのは簡単だが，自分に自信がもてなくな

  　るから。

　③夢や目標を実現するには，どんな事がたいせつなの  ＊ eq \o\ad(著者はその後も現役プロスキーヤーを続,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　か考えてみよう。                                　け，他にも教育や講演活動を精力的に行っ

　・あきらめない                                    　ている事を知らせる。

　・日々の努力がたいせつ                            ＊共通することは強い「意志」である。それ

　・忍耐力をつける                                  　を形成するのは現在の自分である事に気づ

                                                    　かせる。

(3) この時間で考えたことをまとめてみよう。          ＊ノートに記入

９　家族への手紙　（４－(6)　家族愛）
主題のねらい
　家族の成員が相互に温かい信頼関係でむすばれていることのたいせつさを知る。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 手紙について意見交換する。

　○「手紙を書くことがありますか？」                ＊「手紙」という素材について関心を喚起す

　・電話かメールですませる。                        　ることにとどめる。

　・めんどくさいから書かない。

　○「手紙をもらったらどんな気持ちになる？」        ＊『日本一短い「家族」への手紙』について

　・うれしい。                                      　説明してもよい。

　・くれた人によって，気持ちは違う。

  ・何度でも読めるから，うれしい手紙はうれしい。

(2) 資料『家族への手紙』を読んで話し合う。

　①『娘と息子への手紙』について                    ＊子育てにはどのような苦労や面倒があるか

　○「心もからだも強くなりました」とはどういうこと  　を考えさせ，それにもかかわらず，「あり

　　だろう。                                        　がとう」と感謝しているのはなぜかに注目

　・生きがいができた。                              　したい。

　・子育てとか大変なので頑張りがいる。              ＊子育てにはどのような苦労や面倒があるか

　・子どもを抱いていると筋肉がつく。                　を考えさせ，それにもかかわらず，「あり

                                                    　がとう」と感謝しているのはなぜかに注目

                                                    　したい。

　②『母への手紙』について

　○「自分が好きな自分に育ててくれてありがとう」と  ＊「自分が好き」という自尊感情をもつため

　　言っているが，どういう育て方だったのだろう。    　に必要なことは何かを考えさせることを通

　・いいところをほめてくれた。                      　して，「ありがとう」と感謝している意味

　・得意技を身につけさせてくれた。                  　を探らせたい。

　③『父への手紙』について

　○「車で本読んでる。」と言った父の気持ちはどうだ  ＊照れ隠しをしている父と，それを知ってい

　　ったのだろう。                                  　ながらその時は言わなかった娘との，相互

　・本当は気になるが，子どもの前で出しにくい        　 eq \o\ad(の気配りについて考えさせることを通し,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　○「あの時，本逆さだったよ。」と言っているが，ど  　て，家族の間の絆を確認したい。

　　ういう思いがしたのだろうか。
　・お父さんの気持ちがわかってうれしかった。

(3) 家族の間に必要なことについて考える              ＊短いが，行間に読み取れる家族の間の思い

　○三つの手紙に共通なことは何だろう。              　を十分に受け止めて，共通する「愛」を確

　・互いに思い合っている心                          　認したい。

(4) 手紙を書いてみよう。                            ＊相手は誰でもよい。思いが伝わるように書

　○家族に手紙を書いてみよう。                      　きたい。短くてもよい。

10　空きかん拾い　（４－(5)　公共の福祉）
主題のねらい
　勤労の尊さを理解するとともに，社会への奉仕の気持ちを深め，実践しようとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 勤労・奉仕活動に参加した経験を話し合う。

　○勤労作業や奉仕活動に参加した思い出はないか。ま  ＊導入として，生徒各自の勤労や奉仕活動を

　　た，参加してどんなことを感じたか。              　した経験を話し合い，資料の主人公達夫の

　・学級行事として河原の空き缶拾いに行った。        　心の動きを追体験し共感するための伏線と

　・子ども会で空き缶拾いをした。多くて驚いた。      　したい。

　・公園の清掃をして，やってよかったと思った。

(2) 資料『空きかん拾い』を読んで話し合う。          ＊<補説>１００億個の缶を製造するために鉄

　①浩二から奉仕活動への参加をすすめられたときの達  　 eq \o\ad(４０万ｔ，アルミニウム４万ｔが使われ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　夫の気持ちは，どんなだっただろう。              　る。そのための電力は１年間の家庭用電力

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　の約１５０万世帯分に当たるが，空き缶を

　・気が進まなかった。空き缶拾いなんて……。        　再資源化する場合は，その２７分の１で済

　・尊敬する浩二の熱意に動かされた。                　むと言われている。

　②空きかん拾いに参加した達夫の心の動きをたどって  ＊拾う立場になって初めて，何気なく捨てる

　　みよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　人の無神経さ，公徳心の欠如を反省する気

　・仕事の疲れもあって捨てた人に腹を立てている。    　分になっている。

　・小さな子どもたちの手伝いがうれしかった。

　・みんなのために役立っているのだという満足感。

　③ eq \o\ad(帰り道での達夫は，どんなことを思っているだろ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　＊ささやかでも，自分も社会のために役立っ

　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　たのだという自己満足・充実感が，個人の

　・家でぶらぶらすごすよりは，参加してよかった。    　生きがいに結びつく。ここに奉仕活動の喜

　・みんなのために働いたという充実感。              　びがある。

　・きれいにしても，すぐ元通りになると思うと，なに    　同時に，社会の秩序を維持するためには

　　かむなしい気がする。                            　一人一人の公徳心が前提となっていること

　・これからは自分も物の投げ捨てをしないぞ。        　を押さえたい。

(3) 社会生活と奉仕活動の意味について話し合う。

　○社会生活をするうえで，奉仕活動はどのような意味  ＊展開後段において，資料から離れて，勤労

　　をもっているだろう。　　　　　　　　　　　<④>  　の意味や奉仕活動の持つ意味について考え

　・各自の積極的な奉仕活動によって，住みよい社会が  　を整理したい。

　　生まれる。                                      　　昨今の生徒は，勤労や奉仕の体験が比較

　・自分も社会への奉仕をしたという喜びと充実感は，  　的乏しいので，参加できる機会は積極的に

　　体験しなければ味わえない。                      　生かすよう励ましたい。

　・奉仕活動とともに，公徳を守ることがたいせつだ。

(4) 奉仕活動についての教師の体験談を聞く。          ＊他のために積極的に働いた教師の体験を語

                                                    　り，勇気づけたい。

11　明かりの下の燭台　（４－(4)　集団生活の向上）
主題のねらい
　自己の役割と責任を自覚し，進んで集団生活の向上に努めようとする態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) ニチボー・バレーボールについての導入。          ＊東京オリンピック（昭和39年）という古い

　○ニチボー・バレーボールについて教師が話す。      　話になるので，厳しい大松監督のこと，優

　・東京オリンピックで金メダルをとった女子バレーボ  　勝して「東洋の魔女」といわれたことなど

　　ールチームの大松監督と選手たちの関係。          　を導入として簡単に話す。なお最近のオリ

　・大多数の国民から期待が寄せられていた。          　ンピック選手の活躍ぶりなどを入れるのも

                                                    　よい。


(2) 資料『明かりの下の燭台』を読んで話し合う。

　①マネージャーの仕事とはどんな仕事だろう。        ＊仕事の内容のみにとどまらず，表に出ない

　・食事・洗たくの世話をする。                      　仕事を長年続ける，強い信念のいる仕事で

　・いつもチームのことを考える。                    　あることに気づかせるよう留意したい。

　・チームの陰の力として責任を果たす。

　②笑顔を忘れなかった鈴木さんの気持ちを考えてみよ  ＊献身的に世話をする鈴木さんの気持ちを理

　　う。                                            　解させると同時に，プレーができなくなっ

　・チームをいつも明るくしたい。                    　たつらさを乗りこえ，チームの和を重んじ

　・いいプレーをしてほしい。                        　た笑顔であることにも考えおよばせたい。

　・本当はつらかったかもしれない。

　③マネージャーになるように言われたときの鈴木さん  ＊主人公はどんな気持ちでマネージャーを引

　　の気持ちを考えてみよう。　　　<考えてみよう①>  　き受けたかを考えさせ，引き受けるまでに

　・バレーボールを続けたい。                        　は心の葛藤があったことを深く感じ取らせ

　・マネージャーになるのはいやだ。                  　たい。

　・チームのために陰の力になろう。

　④鈴木さんが，４年もの間ぐちひとつ言わなかったの  ＊ときには自己犠牲を伴うほどの献身的な実

　　は，どんな考えからだろう。　　　　　　　　<②>  　践にもかかわらず，自分の一つの生き方と

　・チームのために陰で働くと決心したから。          　して選び取った彼女の信念を理解させ，そ

　・マネージャーはチームのためになくてはならない仕  　れが「生きがい」となり，「豊かな人生」

　　事だから。                                      　となっていくことをわからせたい。

　・マネージャーこそが自分の仕事だと思ったから。


(3) 毎日の自分たちの生活に，鈴木さんから学べること  ＊学級や家庭で，自分に課せられた役割をい

  はないだろうか。　　　　　　　　          　<③>  　やいややっていないか思いおよばせたい。

　・人はその明かりを見るけれども，燭台を忘れる。    ＊部活動・清掃時など，学校生活の中で燭台

　・集団の一員としての自己の役割と，責任を果たすこ  　的な人間を提示したりして，自己の役割と

　　とのたいせつさが理解できた。                    　自分自身の生活態度を反省させたい。

　・マネージャーという脇役のように，献身的に生きる

　　ことに誇りを持ちたい。

12　車いすの重み　（２－(2)　人間愛）
主題のねらい
　温かい人間愛の精神を深め，他の人々に対し思いやりの心を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 弱い人や困っている人などに，力を貸してあげた経  ＊導入として，生徒各自が思いやりの心を持

　験を話し合う。                                    　って人に親切にした経験を話し合わせ，資

　○他人に親切にしてあげた思い出はないか。          　料の作者の心の動きを追体験させ，共感さ

　・電車の中で，おじいさんに席を譲ってあげた。      　せるための伏線としたい。

　・横断歩道で，目の不自由な人の世話をした。

(2) 資料『車いすの重み』を読んで話し合う。

　①車いすを持つことを頼まれたとき，作者はどう思っ  ＊自分のつごうや考えを優先するのではなく

　　ただろう。　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　て，相手の立場になって物事を考えるよう

　・突然声をかけられたので，どぎまぎした。          　に努めさせる。

　・買い物をする母を待っていて，その場を動きたくな  ＊人間の持つ弱さや醜さに気づかせ，それを

　　かった。                                        　克服しようとすることのたいせつさを学ば

　・ほかの人に頼んでくれれば……。                  　せたい。

　・ちょっと困ったな，重そうだなあ。

　②作者が車いすを持っている間に考えたことは，どん  ＊人間愛と思いやりの精神から，身体障害者

　　なことか。　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　や困っている人々に対して，どのように接

　・思っていたより重い。                            　し，協力すればよいか考えさせ，具体的に

　・とまどった心に対して，恥ずかしい気がした。      　経験を通して学ぶことがたいせつだという

　・しっかり運ぼう。                                　ことに気づかせたい。

　③おばさんからお礼を言われたとき，作者はどう思っ  ＊作者は「ありがとうございました」の言葉

　　ただろう。　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　を望んだのではない。心と心とのふれ合い

　・感謝されてうれしい。　　　　　　　　　　　　　　   や，つながりのたいせつさを味わわせたい。
　・役立つことができてよかった。                    　

　・当然のことだ。

　④作者が車いすの女の子から学んだことは，どんなこ  ＊ほほえみ合うことがきっかけになり，自然

　　とだったのか。　　　　　　　　　　　　　　<④>  　に行動になって表れた点に注目させたい。

　・うわべだけではなく，体験を通して「ほんとうの答

　　え」を探さなければいけないということ。

　・少女のほほえみに心をひかれた。

(3) 人間愛と思いやりの意味について話し合う。        ＊展開後段において，人間愛・思いやりの持

　○社会生活をするうえで，思いやりはどのような意味  　つ意味について整理させたい。

　　を持っているだろう。                            ＊昨今の生徒は，人間愛と思いやりの心を持

　・各自が他人への思いやりを体験することで，喜びと  　って人に接する体験が乏しいので，参加で

　　充実感を味わうことができる。                    　きる機会は積極的に生かすように励ました

　・思いやりとともに感謝の気持ちもたいせつだ。      　い。

13　勉強と部活動と　（１－(1)　望ましい生活習慣）
主題のねらい
　合理的で，きちんとした生活態度を身につけ，節度と調和のある生活をしようとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 節度ある生活の難しさについて話し合う。          ＊節度ある生活のたいせつさはよくわかって

　○計画を立てながらも，実行できないことが多いのは  　いても，実際には，「もう少し遊んでもい

　　なぜだろう。                                    　いだろう」といった感情に負けて実行しに

　・まだまだ時間があると思ってしまう。　　　　　　　　くいことに気づかせ，問題意識を持たせる。
　・今度からがんばろうと，ついなまけてしまう。      　

(2) 資料『勉強と部活動と』を読んで話し合う。

　①野球部に入ったころの一郎の気持ちはどんなだった  ＊生徒たちにとって，希望と期待感を持って

　　だろう。　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　野球部に入った一郎の気持ちは，容易に理

　・家族や和夫と「絶対にがんばってみせるから。」と  　解できよう。そして，入部当初の「ボール

　　約束していたし，勉強と部活動を両立させるために  　拾い」だけの練習にも耐えたことを確認し

　　張りきっていた。                                　ておく。

　・計画通りの生活で，充実した毎日であった。

　②一郎が野球をやめようと決心するまでの気持ちを考  ＊一郎の心の弱さを指摘する意見が出るかも

　　えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　しれない。しかし，自分も「これではいけ

　・練習の疲れもあって，計画が少しずつ狂い始めた。  　ない」と言っているように，わかっていて

　・ねんざのために練習を休んでいる間に，一郎が目指  　もどうにもならない挫折感に襲われること

　　していたポジションを春夫に奪われ，当面の目標を  　があることを理解させ，一郎の気持ちに共

　　失ってしまった。                                　感させたい。

　・勉強にも手がつかなくなり，中途半端になってしま  ＊この後，どう対処するかがたいせつである

　　うのではないかという不安にかられた。            　ことを押さえる。

　③川口先生の話を聞いて，一郎が再び野球を続ける気  ＊一郎は，和夫という友達に恵まれたことも

　　持ちになったのはなぜだろう。　　　　　　　<③>  　あるが，川口先生の体験談によって具体的

　・川口先生の体験談を聞いて，努力と方法しだいでは  　な解決策に気づき，やる気を持ったことを

　　自分でもできるという気持ちになった。            　理解させる。また，行き詰まったときは，

　・和夫の励ましに，やる気を取り戻した。            　友達や先輩，教師に相談するようにすすめ

　④勉強と部活動を両立させるには，どんな心構えがた  　たい。

　　いせつだろう。　　　　　　　　　　　　　　<④>  ＊導入の段階での話し合いに返り，計画を見

　・計画－実行－計画の見直し。                 　直しながら節度と調和のある生活のたいせ

　・一つのことに集中し，短時間に能率を上げる。      　つさを理解させる。

(3) 今日の勉強で，思ったり感じたりしたことをノート  ＊生徒の記録によって授業を評価するととも

　に書く。                                          　に，個別指導の手がかりをつかむ。

14　母の焼きそば　（２－(6)　感謝）
主題のねらい
多くの人々の善意や支えにより，日々の生活や現在の自分があることに感謝し，それに応えようとする態度を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 感謝の気持ちを素直に伝えられなかった経験を話し

合う。

○今まで「ありがとう」の言葉が素直に言えなっかた

ことはないか？　


(2) 資料「母の焼きそば」を読んで話し合う。

①母の焼きそばを見た「わたし」は，なぜ声を荒げた

のだろう。また，妹や祖母に八つ当たりしたときの

気持ちはどんなだろう。そんな「わたし」をどう思

うか。　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>

・友達に恥ずかしい。もう少しましなものを作ってく

れたらいいのにと思ったから。

・母親なら友達が来ているときにごちそうを作ってく

れて当然だと思っていたから。

・起こしてくれなかった妹や祖母が悪い。

・自分中心で，してもらうのが当たり前と思っている。

・案外，自分たちも，似たところがある。今朝も，母

と口げんかをしてしまった。

②地域の人々に声を掛けられ，感謝の言葉が素直に口

に出た「わたし」は，何に気づいたのか。

・してもらうのが当たり前と思い込んでいる自分。

・家族に一方的に頼り，感謝の心を忘れている自分。

③「わたし」は，どんな思いで母や家族のために料理

を作ろうと思ったのだろう。　 　　　 　　　<②>
・自分を支えてくれている家族の思いに応えたい。

・感謝の気持ちを何かで伝えたい。

・いつも世話になってばかりだからお返しがしたい。

・きついことを言って傷つけた母や妹に詫びたい。

(3) 感謝の気持ちを表すことの難しさについて考える。

○「ありがとう」の言葉が素直に言えないのは，どう

してだろう。　　       　　　　　　 　　　<③>
・照れくさいから。

・何でもしてもらって当たり前だと思っているから。

・本当は分かっているのだけれど，恥ずかしい。

(4) 「ありがとう」の気持ちを詩に綴る。

○あなたの生活を支えてくれている人やものに感謝の

気持ちを伝えよう。  
15　柿どろぼう　（２－(2)　人間愛）
主題のねらい
　温かい人間愛の精神を深め，お互いに思いやりの心を持って接しようとする態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 他から思いやりを受けてうれしかった経験を話し合

　う。

　○親切にされてうれしかった思い出はないか。        ＊自分の反省を通じて，人間愛－思いやり

　・電車の切符を落として困っていたとき，……。      　と感謝の心が，人間関係を温かいものにす

　・友人関係で悩んでいたとき，親身に助言された。    　る基盤であることを確かめさせる。

　・母親が病気のとき，近所の人の親切が身にしみた。

(2) 資料『柿どろぼう』を読んで話し合う。

　①「ぬすむ気持ちを直してやることが第一じゃ。」と  ＊自分のものを盗まれたとき，どんな気持ち

　　いう善太老人の心を考えてみよう。                　がするかを思い出し，善太老人の広く温か

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　い人間愛に気づかせる。

　・老人も本当は腹を立てていたと思う。

　・今のうちに直してやらないとたいへんな事になる。

　②老人が柿の木を切ろうと思ったのはなぜか。        ＊何十年もかけて育てた柿の木を切ろうとい

　・柿の木がなければ，盗む心は起こらない。          　うのは，老人の気持ちがなみなみならぬ決

　・大事な柿の木よりも，心を直すことが大事。        　意であることを確かめる。

　③柿を盗んだ少年の気持ちを考えてみよう。          ＊はじめは軽い気持ちでの柿どろぼうだった

　・家が貧乏で，修学旅行に行けない悔しさから。      　が，しだいに良心がまひしていくことを押

　・だんだん慣れて，盗むことがおもしろくなる。      　さえたい。

　④「自分の心を見るのじゃ。」ということばの意味を  ＊荒れすさんだ自分を，厳しく見つめ，反省

　　考えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　<②>  　し，立ち直れと説いている老人の温かい愛

　・自分の今やっていることを，反省してみる。        　情を見つめさせたい。

　・厳しく反省して，早く立ち直ってほしい。

　⑤少年が立ち直るまでの心の動きを考えてみよう。    ＊老人の優しさ，愛情に強く打たれ，罪のつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　ぐないとしてまじめに働く決心をする点を

　・初めは反抗的な気持ちで盗んでいた。              　追体験させたい。

　・老人のやさしい心に，強く打たれた。

　・鬼のしていることだと気づいた。

　⑥おじいさんへおくりものをした，この少年の心情に  ＊「このセーターは，ぼくがまじめに働いて

　　ついて考えてみよう。　　　　　　　　　　　<④>  　買ったものです。せめてもの罪ほろぼしの

　・おじいさんの温かい心がなければ，今自分はどうな  　つもりです。」という少年の心を深く考え

　　っているだろうか。ぞっとする。                  　させたい。老人の豊かな思いやりの心と少

　・せめてもの罪ほろぼしのつもりである。            　年の感謝の思い－心の交流を味わわせた

　・ぼくが立ち直ったことを見てください。            　い。

(3) 資料を再読し，思いやりの心について考える。      ＊人間愛の重要性についてまとめさせる。

16　スクープ写真　（３－(1)　生命の尊重）
主題のねらい
　生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命をたいせつにしようとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 生命のたいせつさを感じた経験を話し合う。        ＊個人として多かれ少なかれ，生命のたいせ

　○生命のたいせつさを強く感じた思い出はないか。    　つさについて考えさせられる場面に直面し

　・弟が大病を患って入院した。                      　ている。そのときの気持ちなどについて，

　・交通事故の現場を見た。                          　数名に発表させる。

(2) 資料『スクープ写真』を読んで話し合う。

　①山田カメラマンは，立花さんの呼びかけにどうして  ＊Ｓ新聞社には，先日の土石流のスクープ写

　　むかっとしたのだろう。　　　　<考えてみよう①>  　真で先を越され，今回はなんとしてもと意

　・すごい迫力のある写真をとりたい。                　気まいている山田カメラマンの気持ちを押

　・Ｓ新聞社に今度こそ先を越されたくない。          　さえさせる。

　・取材に意気込んでやってきた。

　②立花さんは，取材に意気込む山田カメラマンに，ど  ＊危険が目の前に迫り，死だけが予想される

　　うして厳しい怒声を飛ばしたのだろう。            　こと，生命は一つしかないたいせつなもの

　・危険を目の前にして乗り込むことは無謀だから。    　であること，山田カメラマンの死は山田カ

　・生命はかけがえなく一つしかない。                　メラマンだけの死に終わるのでなく，家族

　・自分の生命は自分のものであって，自分だけのもの  　を路頭に迷わせてしまうことになる，など

　　ではない。                                      　について考えさせたい。

　・自分の生命は自分でしか守れない。

　③立花さんの説得を無視して先を急いだＳ社のスタッ  ＊山田カメラマンの悔しい思いについて，共

　　フを見た山田カメラマンの気持ちを考えてみよう。  　感・理解させたい。

  　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  <②>  ＊よく似た場面を想定させて，そのときの思

　・Ｓ社にまた先を越される。悔しくてならない。      　いについて考えさせてみるとよい。

　④立花さんの怒声を聞いたときの山田カメラマンの気  ＊止められたことに対する怒りが先行してい

　　持ちを考えてみよう。　　　　　　　　　　　<③>  　ることに目を向けさせたい。

　・立花さんはいくじなしだと腹が立った。

　⑤翌朝，朝刊を手にした山田カメラマンは，どんなこ  ＊そのときは「怒り」や「悔しさ」がつのっ

　　とを考えていただろう。　　　　　　　　　　<④>  　ていたが，立花さんの忠告を守ってよかっ

　・立花さんの忠告を守ってよかった。                　たと痛感している山田カメラマンの思いを

　・まさか，ほんとうに人の命が奪われるとは思わなか  　察知させたい。

　　った。

  ・自分の考えは，甘かった。

(3) 生命の尊さについて自分の考えをまとめてみよう。  ＊本学習を通して，生命の尊さについて考え

                                                    　たことを自由にまとめさせる。

17　命を見つめて　（３－(1)生命の尊重）

主題のねらい
　かけがえのない生命をせいいっぱい生きることのたいせつさを知る。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 学習の方向をつかむ。                            ＊子どもの回答に対して，なぜ，そう思うか

　○あなたは幸せか。                                　と問い返して，理由を述べさせる。

　・親や家族がいるから幸せ。                        ＊幸せではないという子がいて，その理由を

　・友達がいるから幸せ。                            　言えそうだったら聞く。

　・健康だから幸せ。

　○今日の資料に登場する瞳さんはどうだろうか。
(2) 資料「命を見つめて」を読んで話し合う。          ＊P.68をまず読み聞かせる。

　① eq \o\ad(瞳さんが「教えてくれてありがとう」と言えるの,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　＊瞳さんは，命に限りがあることを知ること

　　は，どんな考えになったからだろうか。            　で，生きる意味，目的がはっきりしたこと

　・きっと病気に打ち克って見せる。                  　だろう。だから，感謝の言葉として発言し

　・何も知らないより知っていた方ががんばれる。      　たのだということで子どもたちの発言を整

　・お母さんを悲しませたくない。                    　理する。

　②瞳さんが右足切断を断ったり，弁論の原稿を毎晩毎  ＊P.71前半まで読み聞かせる。

　　 eq \o\ad(晩書き直したりすることができたのはなぜだろう,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　＊瞳さんの言動はせいいっぱい生きている姿

　　か。                                            　であることを確かめる。

　・わたしは生きたいという強い意志があるから。      ＊右足切断を断ることで，助からない可能性

　・何もしなかったら病気に負けると思っているから。  　が高くなることを説明し，瞳さんの強い生

　・自分の人生に悔いを残したくないから。            　きる意志に気づかせる。

　・伝えなければならない使命があると思ったから。    ＊P.73まで読み聞かせる。

　③「骨肉腫ありがとう。」と語る瞳さんは，どんなこ  ＊「もし，このような病気じゃなかったら，

　　とに気付いたから，そう言えるのだろうか。        　できなかったことや気づかなかったことが

　・せいいっぱい生きることの喜び。                  　あるだろう。それはどんなことだろう。」

　・他人のことを考えられる喜び。                    　と問うてもよい。

　・人が生きていることは非常に有り難いこと。        ＊ eq \o\ad(闘病生活646日が全て瞳さんの生き方であ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　④瞳さんが命をかけて「伝えたいこと」とは何だった  　る。それを通して，何を伝えたいのか確か

　　のだろう。　             　 　<考えてみよう①>  　めてみようと説明して，弁論の原稿を読み

　・生きていることは偉大なことで，幸せなことだ。    　聞かせる。

　・生きていることに感謝して生きてほしい。

　・限りある命だから，夢や希望をもって，困難に立ち

　　向かい，今をたいせつに生きてほしい。

(3) 瞳さんの生き方から，私たちは何を学ぶことができ  ＊「瞳さんと私たちとの共通点はどんなこと

  るだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　  <②>  　だろう。」と問い，私たちの命も限りがあ

　・授かった命はたいせつにして生きること。          　り，しかもかけがえのない命の持ち主であ

　・何事にも感謝して生きていくこと。                　ることを確かめた後に，何を学ぶことがで

　・悔いのないように生きていくこと。                　きるかと問う。

  ・自分の人生を粗末にしないで生きていくこと。

18　先生の静かな叱り　（２－(5)　謙虚，寛容）
主題のねらい
　異なる考え方があっても，互いに考え方を理解し，尊重することによって，寛容の心をもち，謙虚に他に学ぶ心を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 学校や地域等の集団の中で役割を分担した経験を出  ＊各人が集団の中で与えられる特別な役割。

　し合う。                                          　その役割を果たす人とその他の人々の間で

　○役割達成に対しての責任を果たしただろうか。      　葛藤が生じ，集団の運営に支障をきたすこ

　○集団の中でリーダーとうまくいかなかった例はない  　とは珍しくない。導入として，このような

　　か。                                            　経験，できれば失敗を話し合いたい。

(2) 資料『先生の静かな叱り』を読んで話し合う。      ＊生徒の多くはコンサート・マスターそのも

　①コンサート・マスターに選ばれて苦労した作者の気  　のを知らないので，十分説明する必要があ

　　持ちを考えてみよう。　　　　　<考えてみよう①>  　る。特に，コンサート・マスターにはリー

　・コンサート・マスターとはどんな仕事だろう。      　ダーという重大な役割があることを理解さ

　・部の運営をするとはどういうことだろう。          　せたい。

　・なぜ板ばさみになったのだろう。

　・部員はなぜ陰口を言ったのだろう。

　②先生の注意点をまとめてみよう。                  ＊集団がばらばらになりそうな状態を理解さ

　・人の陰口を言うな。                              　せ，そのことを意識しながらの注意である

　・気がきいて，相手の気持ちがわかる人になれ。      　ことを念頭にまとめさせる。

　・注意してもらえる人になれ。                      ＊先生の言う「かしこい人」を確認する。

　・できないのとやらないのは違う。

　③顧問の先生がみなに注意された内容で，自身に思い  ＊失敗経験はなかなか出にくいものだ。しか

　　あたることがないだろうか。　　　　　　　　<②>  　し反省がなくては進歩も成長も望めない。

　・人の陰口を言った。                              　項目別にしてでも出したい。

　・せっかく注意をしてもらったのに反発した。

　④厳しく叱られるよりも静かな叱りのほうが心に重く  ＊生徒たちは叱られた経験を数多く持ってい

　　ひびくのはなぜだろうか。今までに叱られたことを  　る。そこで，今までで印象に残っている叱

　　思い出し，そのときの気持ちを考えてみよう。<③>  　られた経験を出し合うことによって，頭ご

　・頭ごなしに叱られ，かえって反発した。            　なしでない理解する叱りが，本当は心に響

　・何のことかわからず叱られたことがある。          　くことを理解させる。

　⑤作者は自分の何に気づいたのだろう。              ＊先生の注意による作者のリーダーとしての

　・自分の非を認めずに周りばかりを非難していた。    　資質の向上について考える。同時に部員も

                                                    　集団のあり方に気づいたことを押さえる。

(3) 作者が，卒業後も折にふれて先生の言葉を思い出す  ＊注意されるのはつらく苦しいが，人の成長

　のはなぜだと思うか。　　　　　　　　　　　　<④>  　には欠かせないものである。素直に注意を

　・心の奥深くに残っているから。                    　聞く習慣をつけることが自分と集団のため

　・苦しいときが，そのときの苦しさによく似ているか  　になることを学ばせる。そしてその成果の

　　ら。                                            　すばらしさを自らの経験からも探る。

19　もっとわかり合いたい　（４－(4)　集団生活の向上）
主題のねらい
　ボランティア活動を通じて自己が属する集団の意義を理解し，役割を自覚し，集団生活の向上に努める。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) これまでどんなボランティア活動をしたことがある  ＊ボランティア活動の経験の少なさから，な

　か話し合ってみよう。　　　　　　<考えてみよう①>  　かなか意見が出にくい。経験なしの意見も

　・地域の草引きをした。　・空き缶集めをした。      　多い。奉仕活動になっているかどうかにつ

　・災害のとき救援物資を送った。                    　いては考えないで，身近なことや地域の活

　・老人ホームに慰問に行った。                      　動から出させたい。

(2) 資料『もっとわかり合いたい』を読んで話し合う。  ＊教師自身の経験をふまえ，実際，各地で発

　①ボランティア活動について教師が話す。            　生した災害の後に，自然に発生したボラン

  ② eq \o\ad(作者は，老人ホームでのボランティア活動を通し,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　ティア活動の，真の姿をなるべく生徒に伝

　　て，どんなことを学んだと思うか。　　　　　<②>  　える。

　・話を聞くだけでもお年寄りには，心のやすらぎとな  ＊作者は最初，活動に疑問を持っていたが，

　　るので，奉仕活動になっている。                  　お年寄りの気持ちを聞くことで，今の活動

　・人は存在感や充実感を持ちたい。                  　に確信を持つに至った。この過程の心の変

　③作者は今まで，どんな活動がボランティア活動だと  　化を追って理解させたい。また，相手のた

　　思っていたのだろう。                            　めになることであれば，どんなことでもボ

　・地域の草引きをする。                            　ランティア活動であることを示したい。

　・空き缶集めをする。                              ＊(1）に戻って考えたい。実際に活動しなく

　・老人ホームに慰問に行く。                          ともよく，ボランティア活動だと思ってい

　・老人ホームで食事の手伝いをする。                　ることであれば何でも各自に言わせる。

　④「榛原の里」の施設の状態をまとめる。
　・設備が整っている。

　・きれい。                                        ＊ここは，生徒におじいさんの気持ちになっ

　・環境がいい。                                    　て考えさせたい。④の３つの条件を反対に

　⑤おじいさんが，「自分が，かえってあわれにもなる  　考え，そのときおじいさんは，どういう行

　　よ」と言った気持ちを考えてみよう。　　　　<③>  　動をするかを，予想させる。

　・何もすることがないから。                        　(例) 設備が整っていないから……

　・存在感が示せない。                              　　　 汚い所があるから……

(3) 奉仕活動には，不具合を直接正す活動と，人の内面  ＊このほかにも様々な人の役に立つことを出

　に迫る活動があり，どちらも人に喜んでもらえること  　させ，ボランティア活動を広い意味で理解

　で，ボランティア活動であることを教える。          　させる。

(4) 集団生活の向上のためにどんなことがたいせつだと  ＊集団生活では各自が存在感を示し，充実感

　思うか。　　　　　　　　　　　　　　　　 <④>  　　 を味わえるのが理想である。だから，そう

　・奉仕の精神を持ち続ける。                        　いう形の奉仕活動もありうる。大規模な活

　・自分にできることから行動する。                  　動も大事だが，そうした小さな活動が集団

　・話すことで相手を理解する。                      　生活をより良くすることを理解させたい。

20　豊田佐吉の決心　（１－(5)　個性の伸長）
主題のねらい
　現実をよく見極め，自らを振り返り，個性を伸ばして自己を向上させようとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) １つのことをやりとげようと決心して，途中でやめ  ＊本資料は，時代設定がやや古いため，現代

　てしまった経験を思い出し，発表する。              　とかけ離れた場面があり，生徒が学習を進

　○何かやりとげようと決心して，途中でやめてしまっ  　めていくうえで，理解し難いところがある

　　たことはないか。そのとき，どんな気持ちになった  　と思われる。しかし，主人公佐吉の発明に

　　か。                                            　情熱を傾ける姿は，時代を超えて人間的共

　・毎日３時間は勉強しようと思ったけれど，10日でだ  　感を覚えることができる。この点をふまえ

　　めになった。自分が情けなくなった。              　て，人間の弱さや自己反省心を想起させる

　・委員の仕事を進んで１年間やろうと決心したが，い  　ことが必要である。

　　やになってやめた。

(2) 資料『豊田佐吉の決心』を読んで話し合う。

　①両親に隠してまで機織り機を発明しようとする佐吉  ＊発明にかける主人公の情熱を感得させると

　　の思いは，どんなものだったか。                  　同時に，並たいていの努力では発明できな

　・いつ両親に打ち明けようか，どうしよう。          　いことを押さえるためにも，佐吉の両親に

　・発明なんか本当にできるのだろうか。              　隠す気持ちに十分共感させたい。

　・絶対に発明して，両親や村の人を喜ばせるぞ。

　② eq \o\ad(父が佐吉の発明への決心に反対するわけから考え,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) ＊単に父親批判にならないように，佐吉の決

　　て，道理にかなうことは何か。　<考えてみよう①>  　心に反対する理由を現実の生活からしっか

　・一歩一歩まじめに小さな仕事をやること。          　りと把握させ，親の愛情の気持ちにふれる

　・足をしっかり地につけて，堅実に進むこと。        　配慮もする。

　③寝床の中で，涙があふれたときの佐吉の気持ちは，  ＊発明への思いと両親の気配りとで板ばさみ

　　どのようなものだったろう。　　　　　　　　<②>  　になり，悩み苦しむ佐吉の心情をくみ取ら

　・両親が自分のことを本当に心配してくれている。    　せることが，ねらいに一歩迫ると言える。

　・父の言うこともわかる。でも，発明もしたい。

　④１年ののち，佐吉の発明に対する考え方を変えたも  ＊佐吉自身のことと父親の考え方との両面に

　　のは何だったのだろう。　　　　　　　　　　<③>  　思考を広げ，時間的にも十分留意しながら

　・発明だけを考えていた自分に気づいたこと。        　価値をつきとめさせていきたい。

　・父の「千里の道も一歩より始まる」の話。

(3) 決心を貫く必要性について話し合う。              ＊再度，生活経験を思い起こすことができる

　○なぜ，決心したことを貫くことが必要なのか。      　ように，具体例をあげたり，補助説明を加

　・自分自身をさらに向上できるから。                　えたりするが，実践を促すような誘導発問

　・目標が達成でき，自分に自信がつくから。          　は避けるようにする。

(4) 格言「千里の道も一歩より」についてまとめる。    ＊格言の意味のみでなく，学習したことなど

　○格言から，心にとまったことをまとめよう。        　をからませて，自由にまとめさせる。

21　茶碗開眼　（２－(5)　謙虚，寛容）
主題のねらい
　自分の考えや立場に固執せず，ほかの人の意見に謙虚に耳を傾け，寛容の心をもって学ぶことのたいせつさを自覚させる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 友達から忠告されたとき，どんな気持ちになるか，  ＊忠告の内容には納得し，もっともだと思い

　話し合う。                                        　ながらも，自分が否定されるようで素直に

　・えらそうに言われると腹が立つ。                  　従えないことが多いと思われる。他人の意

　・ありがたいと思い，参考にして行動する。          　見や忠告の意義に関心が向くように学習を

　・そうだと思うのだが，反発することが多い。        　方向づける。

(2) 資料『茶碗開眼』を読んで話し合う。

　①「茶碗を作ってくれんか。」と言われたときの作者  ＊自分なりに修業し努力している自負からく

　　の誇らしい気持ちについて考えてみよう。          　る自信や，認められた自分の力量を見ても

　・認められてうれしい。これで一人前だ。            　らおうという気持ちの高ぶりを押さえる。

　・努力が報われた。早く作品を見てもらおう。

　②机の上に古い茶碗がおかれていたのはなぜだろう。  ＊素封家は古い茶碗を置くことで無言のうち

　　それを見て作者はどう思っただろう。              　に悟らせようとしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  ＊作者の陶芸作家としての才能，能力に期待

　・作者の思いあがりをたしなめようとしている。      　してのこと，茶碗作りを軽く考えず，奥深

　・これと同じ程度のものを作れたのか。              　い仕事であることに早く気づいてもらいた

　・茶碗ぐらいと軽く考えすぎていた。                　いと考えてのこと。

　・悔しいがまだ努力が足りなかった。それに負けない  ＊素封家の考えに気づいて自分の未熟さを反

　　ものを早く作って見てもらおう。                  　省した作者のよさにも注目する。

　③「くそっと言うとるな。……」という言葉の意味す  ＊作品のできばえは評価しながらも，製作者

　　るところは何か。また，それを聞いたときの作者の  　の心を作品から読み取っている素封家の様

　　気持ちはどうだっただろう。　　　　　　　　<②>  　子に気づかせ，仕事にはその人の心のあり

　・今に見ていろ，という気持ちがそのまま作品に表れ  　方が表れるということを押さえる。

　　ているということ。                              ＊作者には，自分のいたらなさに気づいてい

　・よい作品を，という気持ちより，認めさせてやろう  　く偉さがある。

　　という気持ちが強かったことに気づいている。

　・また教えられた。よく考えてみよう。

(3) ほかの人の意見や忠告を聞くことは，なぜたいせつ  ＊他人の意見が自分をより大きくし，高めて

　なのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　いくための糧であることを納得させたい。

　・自分中心の偏った考え方やものの見方に気づく。    ＊忠告が的を得ているほど，かえって反発し

　・思い上がりやうぬぼれをいましめてくれる。        　たくなる心理についても説明したい。

　・自分の気づいていない自身の本当の姿を教えてもら  ＊指導者の経験談があれば，話してみること

    える。                                          　でまとめとできる。

　・忠告してくれる人は，自分のことをよく考えていて

　　くれるのだ。

22　最後の一葉　（３－(3)　生きる喜び）
主題のねらい
　人間のもつ弱さ・強さを理解し，互いに協力しながら生きがいのある生活を目指そうとする心情を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 自分たちの「生きがい」について話し合う。

　○これまでに「生きがい」を感じたのは，どんなとき  ＊これまでに「生きがい」を感じたことのあ

　　か。                                            　る経験は少ないと予想される。ここでは，

　・テストやクラブ活動などで，予想以上の成果を収め  　快楽と生きがいとは違うことを確認してお

　　たとき。                                        　く。

　・そのような経験はない。

(2) 資料『最後の一葉』を読んで話し合う。

　①落ちていくつたの葉をかぞえているジョンジーの気  ＊病気のために絶望感のとりこになり，生き

　　持ちを考えてみよう。　　　　　<考えてみよう①>  　ようとする気力を失ってしまい，落ちてい

　・どうなってもいいと，投げやりな気持ち。          　くつたの葉の残りの数と同じ運命にあるか

　・病気で毎日つたの葉を見ていると，つたの葉と自分  　のように思いこんでいるジョンジーの気持

　　の生命とが同じ運命で結ばれているように思い，不  　ちに共感させる。

　　安でいっぱいである。

　②ジョンジーに対するスウの気持ちを考えてみよう。  ＊悲しみを乗り越えて明るくふるまったり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　ベアマンに相談するなど，必死になってジ

　・スウは医者の話を聞いて，親友であるジョンジーを  　ョンジーに生きる意欲を取り戻させようと

　　元気づけようと，つとめて明るくふるまっている。  　しているスウの気持ちを押さえておく。

　・ベアマンに相談し，なんとかしてジョンジーを助け

　　てやりたい。

　③風雨にもめげず落ちない一枚のつたの葉を見たジョ  ＊絶望のどん底に落ちていたジョンジーが，

　　ンジーの気持ちを考えてみよう。　　　　　　<③>  　嵐の中のつたの一葉によって自己の弱さに

　・こんなにもすごい嵐なのに，つたの葉の生命力はな  　気づき，生きることのたいせつさを感得し

　　んと強いのだろう。まるで無気力な自分を励まして  　た。そして，それはスウやベアマンのおか

　　くれているようだ。                              　げであることを確認する。

　・病気なんかに負けないで生きていきたい。

　④最後の一葉をれんがの壁にかくほどベアマンの心を  ＊不幸にも自己の生命を失う結果になってし

　　動かしたのは，いったい何だったのだろう。　<④>  　まったが，ベアマンの行為はジョンジーに

　・ジョンジーを励まし，彼女に生きる力を取り戻して  　生きる気力を養わせるためであったことを

　　ほしい。                                        　理解させる。

　・再びジョンジーの明るい笑顔を見たい。

(3) 『最後の一葉』で学習したことと自分の生き方とを  ＊ややもすれば無気力な生活に陥りがちな自

　比べ，感想を話し合う。                            　分の生活を見つめさせ，「生きがい」のあ

　・自分たちも「生きがい」のある生活をしたい。      　る生活について考えさせる。

23　つまづいたおかげで　（１－(3)　自主・自律，誠実）
主題のねらい
　誠実に生きることの尊さを知り，生ききろうとする態度を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1)「にんげんだもの」ということについて考える。     ＊相田みつを『新版　にんげんだもの』に掲

　○「『にんげんだもの※※※※※』という文章で，※  　載されている他の詩を紹介してもよい。

　　のところにどういう言葉（文）を入れますか。」
　・間違ってもいいじゃないか                        ＊人間を性善的とみるか性悪的とみるか，ど

　・楽しく生きようよ                                　ちらも平等に取り上げる。

　・いつかは死んでいく

(2) 資料「つまづいたおかげで」を読んで話し合う。    ＊ここでの「つまづいたり，ころんだり」は

　○「～したおかげで，～しました」とあるが，前半と  　実際に歩いていてのことではないことに注

　　後半のつながりの意味を考えよう。                　意する。

　　①「つまずき，ころぶ」→「深く考える」          ＊自分が失敗した時に人からどのように見ら

　　②「あやまち，失敗」→「人を温かく見る」        　れたら嬉しいかに気づきたい。

　　③「追いつめられる」→                          ＊追いつめられることになったのはなぜかを

　　　「自分の弱さ，だらしなさ」を知る              　考えていることに気づきたい。

　　④「だまされる，裏切られる」→                  ＊みじめな思いをした時に，どのような人に

　　　「人間のあたたかさ」を知る                    　出会ったのかを考えたい。

　　⑤「身近な人の死に逢う」→                      ＊「身近な人の死」と「疎遠な人の死」の違

　　　「いのちのはかなさ」「生きていることの尊さ」  　いに気づきたい。

　　　を知る                                        ＊「裸で逢う」とはどういうことかを考えた

　　⑥「いのちの尊さを知る」→                      　い。

　　　「ほんものの人間に逢う」                      ＊「ほんものの人間」の一人との出会いは，

　　⑦「一人のほんものの人間に逢う」→              　どうして「沢山のよい人たち」との出会い

　　　「沢山のよい人たちに逢う」                    　になるのかを考えたい。

　○著者の「～したおかげで」という言い方にこめられ  ＊「～おかげで」は感謝の意味を表す言葉で

　　ている思いは何だろうか。                        　あることに注意し，多くの出会いの受け止

　・不幸は幸福のもと                                　め方を主張していることに気づきたい。

　・見方で人生はかわる


24　山の歌　（３－(2)　自然愛，畏敬の念）
主題のねらい
　自然と人間との望ましいかかわり合いについて考えさせ，自然を愛する豊かな心情を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 自然の開発に関することで，見聞きしたことを発表  ＊生徒が日ごろ自然環境に対して関心を持っ

　する。                                            　ているかどうかを探り，各地で進められて

　○自然開発について最近見聞きしたことはないか。    　いる自然開発についてどのような考え方を

　・山が開発され，住宅地として売り出されている。    　しているかを知りたい。

　・海岸を開発から守ろうとする運動がある。          ＊身近な経験や，新聞・テレビでの見聞を幅

  ・スーパー林道の開発をめぐる反対運動があった。    　広く引き出すようにしたい。

(2) 資料『山の歌』を読んで話し合う。                ＊資料を読んで感じたことを自由に発表させ

  ①山を立ち去る動物たちを見送る，「そよそよ山」の  　て，その中から話し合いに適当なものを選

    気持ちについて考えてみよう。  <考えてみよう①>  　び出していくようにすることもできる。

  ・山は動物たちのたいせつなすみかだったのに。      ＊山の動物たちを思う心に気づかせ，人間の

  ・親しい仲間と別れるのはさびしい。                　身勝手に対する山の怒りと悲しみを深く感

  ②子どもたちやおタキばあさんの生活と，山との結び  　じ取らせたい。

    つきについて考えてみよう。                <②>

  ・子どもたちのよい遊び場。

  ・戦死した息子のことを思い出させてくれる場所。    ＊子どもたちやおタキばあさんの生活と山と

  ・うれしいとき，かなしいとき，山はいろいろな歌を  　の結びつきが深いことを押さえ，それは本

    うたって，はげまし，なぐさめてくれた。          　来，人間だれにでも共通していることに気

  ・山はなくてはならない場所だったのではないか。    　づかせる。

  ③「そよそよ山」は，どんな気持ちから人間に対する  ＊「大きな山くずれ」を起こそうとしていた

　　いかりがしずまったのだろう。　　　　　    <③>  　山の怒りが静まっていった理由について深

  ・子どもたちやばあさんの話や歌に，山を愛する気持  　く考えさせたい。抗しがたい力を持つ山が

　　ちが表れていたから，心がなごんだ。              　人間の身勝手を大きく包みこみ，人間に役

  ・大きな時代の流れを感じていたからだと思う。      　立ってやろうとしているのである。人間は

  ・子どもやばあさんのためにもなるから，開発される  　山の心にこたえなければならないことに気

　　ことを許そうとしているのではないか。            　づかせたい。

(3) 自然と人間とのかかわりについて，身近な例をあげ

　て考える。

  ○ eq \o\ad(自然と人間との望ましい関係について考えてみよ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊自然が人間にいろいろな恩恵を与えてくれ

　　う。            　　　　　　　　　　　　　<④>  　ていることにあらためて気づかせる。自然

　・人間の生活は自然なしには成り立たない。          　に親しむことによって，人間の生活が豊か

　・生活のために開発することも必要だが，自然利用が  　になることに思いいたるようにしたい。

　　行き過ぎて自然破壊にならないようにする。

(4) 『山の歌』を再読して，自然が人間の生活にとって  ＊自然の中で人間が生かされていることに気

　たいせつなものであることを再確認する。            　づかせたい。

25　鏡獅子　（４－(9)　愛国心）
主題のねらい
　日本人としての自覚を持ち，国土や郷土に愛情を持って，よりよくしようとする態度と心情を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 第２次世界大戦末期と終戦直後の東京の人々の生活  ＊資料『鏡獅子』から当時の様子を示す用語

　の様子を想起する。                                　を取りあげ，これを手がかりにして，当時

　○空襲，疎開，防空壕，被災者，焼け野原，敗戦，や  　の人々の窮乏した生活の様子を補説を交じ

　　み市といった言葉から，当時の東京の人々の生活に  　えて，具体的に把握させる。

　　ついて話し合う。

(2) 資料『鏡獅子』を読んで話し合う。

　①空襲の下で芝居をやろうとした６代目菊五郎の気持  ＊悲壮な気持ちで東京に残っている人々に，

　　ちを考えてみよう。　　　　　　<考えてみよう①>  　芝居を見せてあげたいという強い気持ちや

　・人々をなぐさめたい。励ましてあげたい。          　意欲を考えさせる。

　・命がけで芝居をしよう。

　②「敗れてなお日本人であれ」とは，どういうことを  ＊戦争に負けたショックは大きく，多くの日

　　いっているのだろう。　　　　　　　　　　　<②>  　本人の間に，日本のものはすべてだめであ

　・日本や日本人のよさを見失ってはいけない。        　るように考える傾向が生まれかけていたこ

　・日本人としての誇りを失わないようにしよう。      　となどを補説する。

　③６代目菊五郎は，どうして「鏡獅子」と｢東京復興｣  ＊「鏡獅子」については，その内容を簡単に

　　を出し物として選んだのだろう。　　　　　　<③>  　説明する必要がある。

　・鏡獅子は，菊五郎のおはこ（得意の芸）だった。    ＊「舞台での熱演は真剣そのもので芝居以上

　・日本の伝統の美しさを見てもらうため。            　のものであった。」ということは，どうい

　・みんなで東京を復興させようと訴えるため。        　う意味なのかを考えさせたい。

　・おれたちの東京だ，すばらしい東京にしよう。

　④菊五郎のやったことの背後には，どんな気持ちがあ  ＊「おれたちの東京を見捨てられるか｡｣「１

　　ったのだろう。                                  　日も早く戦前よりも，もっとすばらしい東

　・東京を心から愛する気持ち。                      　京にしようではないか。」これらの背後に

　・戦争に敗れても，日本人としての誇りを失わずにが  　ある気持ちを探らせる。

　　んばらなければ－日本人としての自覚。

(3) 「日本人としての自覚」について話し合う。

　○「日本」とか「日本人である」ということを，強く  ＊外国との問題については，自国の立場や考

　　意識した体験を話してみよう。                    　えだけでなく，相手の立場や考えもよく聞

　・オリンピックのとき。                            　いて，冷静に勇気を持って，ねばり強く事

　・外国の人に接するとき。                          　に当たる必要があることを説明する。

　・北方領土の返還など外国との問題を聞くとき。

(4) この時間の学習を振り返って，「日本人としての自  ＊「国を愛することについて」という題にす

　覚」という題で気づいたこと，心に残ったことをまと  　ることも考えられる。

　める。

26　りんご並木　（４－(3)　正義，公正・公平）
主題のねらい
　失敗や困難にくじけることなく，互いに協力しながら，理想社会を実現しようとする心情を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) わたしたちの連帯感の希薄さに気づかせる。        ＊空き缶のポイ捨てはよくないことを確認さ

　○空き缶を道路に捨てる人を見て，どう思うか。      　せる。しかし，わたしたちはそれを拾って

　・よくないと思う。                                　町を美しくしようという意識が少ないこと

　・自分も捨ててしまうことがある。                  　に気づかせる。

(2) 資料『りんご並木』を読んで話し合う。

　①生徒たちがりんごの並木を完成させる間に，どんな  ＊東中学校の生徒たちの行動を支えている気

　　障害や困難があったかまとめてみよう。            　持ちを考えさせるために，簡単に困難や障

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　害の場面を押さえる程度にしたい。

　・市の助役に相談して断られた。

　・苦しい植樹作業とその後の世話。

　・町の人たちの無理解。

　②生徒たちが，障害や困難にくじけないで計画を実現  ＊ここでは，生徒たちの理想を実現するため

　　できたのは，なぜだろう。　　　　　　　　　<②>  　の努力のすばらしさに感心させるだけでな

　「くじけそうになった気持ち」                      　く，それぞれの場面における心の揺れ動き

　・せっかくがんばってきたのに，がっかりした。      　を明確にする。すなわち，「くじけそうに

　・町のことは市役所の人がしたらよいではないか。    　なった気持ち」「やりとげたい気持ち」と

　・自分のことではないのに，損だ。                  　いった心の葛藤があったことに気づかせた

　「やりとげたいという気持ち」                      　い。そのうえで，「くじけそうな気持ち」

　・今やめたら，これまでの努力が無駄になる。        　を押さえて努力し続けた生徒たちの心の強

　・みんなの力で町を美しくしたい。                  　さを感じ取らせたい。

　・町の人の心も美しくしたい。

　③りんごの実がぬすまれたあとの生徒会では，どんな  ＊理想の実現を目前にしたときのことを通し

　　意見が出たと思うか。　　　　　　　　　　　<③>  　て，たび重なる障害をも克服した生徒たち

　・自分たちの努力では，どうにもならない。          　のすばらしさ，それも個人の努力だけでな

　・町の人が理解してくれるまで，くじけないでやりと  　く，全員が協力した成果であることに注目

　　げよう。                                        　させる。

(3) 資料で学んだことをもとに，自分を見つめる。

　○東中学校の生徒とわたしたちでは，生活や考え方は  ＊だれでも社会をよくするために努力するこ

　　どうちがうだろう。　　　　　　　　　　    <④>  　とのたいせつさは理解できる。ここでは，

　・自分たちも東中学の生徒と同じ気持ちはあるが，だ  　そのことの難しさを学んだことを通して，

　　れかがすればよいと思ってしまい，実行できないで  　自分たちの生活を見つめさせる。

　　いる。

(4) 感想をノートに書く。                            ＊思ったり気づいたりしたことを書かせる。

27　約束って何？　（４－(1)　きまりの遵守）
主題のねらい
　約束の意義を理解し，社会の秩序と規律を高めようとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1)「待ち合わせ」について考える。                   ＊待ち合わせの約束をするとき，相手にどの

　○「待ち合わせ」はどんな時にする？                　ような期待をし，自分はどのようにするべ

　・買い物に行くとき                                　きかを考えたい。

　・遊びに行くとき

　○相手が遅れたら，どう思うかな。
　・時間を守れよ。

　・待たせるなよ。

(2) 資料『約束って何？』を読んで話し合う。

　①コンサートには間に合ったが，食事ができなくなっ  ＊食事の約束が守られていないことに注目す

　　た４人の気持ちはどうだろう。                    　る。

　・腹ぺこはつらい。

　・予約してたのに。

　・連絡しないよりはましだけど。

　・連絡したのだから，許してよ。

　②「ケータイ」がなかったら，この四人はどうなった  ＊待っている人と，遅れた人を区別して考え

　　だろう。　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　る。

　・待っている人はイライラする。

　・遅れないように努力するかも。

　・遅れたら，怒る。

　・遅れたらあやまるしかない。

　③携帯電話がある場合とない場合とで，「約束」の意  ＊ eq \o\ad(携帯電話があってもなくても，約束の意,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　味は違うだろうか。                              　味，約束の重さは変わらないことに気づか

　・約束は約束だから，同じ                          　せたい。

　・遅れても連絡したら，安心する。（両方）

　・携帯があると甘える。


(3) 「約束」の意味は何だろう。　　　　　　　　<②>  ＊「約束」が人間生活において果たしている

　・お互いのため                                    　役割を明確に理解させたい。そこから，決

　・生きていくため                                  　まりを守る意味が明確になる。

28　文字を書く喜び　（１－(2)　強い意志）
主題のねらい
　困難にくじけず，希望と勇気をもって，よりよい生き方を目指そうとする強い意志を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 作者の描いた絵を見る。                          ＊説明なしに絵を見て感想を出す。

　・細かいところまでよく観察している。              ＊作者の身体的な状況を知る前に，まず絵を

　・優しさが伝わってくる。                          　それ自体で鑑賞することに注意したい。ま

　・生きる元気がわいてくるような絵だ。              　た，出版されている詩画集も準備したい。

                                                    　『風の旅』<立風書房>

                                                      『鈴の鳴る道』<偕成社>

(2) 資料『文字を書く喜び』を読んで話し合う。

　①けがをして，首から下が動かないままになった作者  ＊助かった喜びから一転し，何もできないの

　　は，毎日どんなことを考えていたのだろう。        　で何のために生きているのかわからないと

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　いう絶望感を持つようになったことをしっ

　・初めは生きていてよかったと思ったが，だんだんつ  　かり押さえる。人間が生きていくためには

　　らくなった。                                    　希望・勇気が必要であることも念頭におい

　・何のために生きているのかわからない。            　て指導する。

　・死んだほうがましだ。

　②作者はどうして字を書いてみようと思うようになっ  ＊親しかった高久君への気持ちを押さえ，そ

　　たのだろう。                                    　れが作者自身の未来を切り開くきっかけに

　・高久君へのうそを本当にしたかった。              　なったことを理解させる。

　・うそをついたことをつぐないたい。

　③字はすぐに書けたか。                            ＊努力してもなかなかできないつらさをしっ

　・とてもできない。                                　かり押さえる。

　・半年たってもまだ書けなかった。

　④字が書けるようになった作者に，何が生まれただろ  ＊血のにじむ努力の末に，やっとできるよう

　  う。　　　　　　　　　　　　　　　　  　　<②>  　になった喜びは，生きていく力そのもので

　・生きる希望がわいてきた。                        　あることを押さえる。

　・やればできるんだ，という喜び。

(3)  eq \o\ad(つらいことでもやりぬくためには，何が必要だろ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊日常の具体的な制約の中で，挑戦したいと

　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　思う目標・希望を持つことの重要さ，そし

　・やってみたい目標を持つこと。                    　て，それを実現するための着実な努力の重

　・絶対できるぞ，という希望。                      　要さを理解させたい。作者が字を書けるよ

　・たとえ少しずつでも，毎日の努力。                　うになるまでに何か月もかかっている。

29　二通の手紙　（４－(1)　規則の尊重）
主題のねらい
法やきまりを遵守し，社会の秩序と規律を高めるようとする態度を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点

(1) 法やきまりについての考えを話し合う。
○法やきまりがあってよいと思う場合と，いやだと思う

場合について，考えてみよう。

・窮屈な感じがする。

・押し付けられているようだ。

・集団で生活するためには必要だろう。なければ集団

生活が混乱する。 
(2) 資料『二通の手紙』を読んで話し合う。

①元さんはどんな気持ちで，規則を破って姉弟を入園

させたのでしょう。　　　　　＜考えてみよう①＞　

・泣き出しそうな女の子に同情したから。

・毎日園内を覗いていた姿を見ていたから。

・弟の誕生日にキリンやゾウを見せてやりたいと言う

女の子の思いに応えて。

・まだ入園終了時刻をそれほど過ぎていないから。

②事務所で連絡を待つ間，元さんはどんなことを考え

ていたでしょう。　　　　　　　　　　　　＜②＞

・けがしていたら大変だ。無事でいて欲しい。

・なにかあったら自分の責任だ。入園させたのが間違

いだった。

・みんなに手数をかけてすまない。

③姉弟の母親からの手紙を元さんはどんな思いで読ん

だでしょう。

・喜んでもらえてうれしい。

・家庭の事情も分り，姉弟にとって楽しい時間だった

なら満足だ。

④元さんが，考えさせられたこととはどんなことだっ

たと思いますか。　　　　　　　　　　　　＜③＞

・好意であっても，問題が起きたら責任がある。

・きまりを守らないと，全体に影響し迷惑かける。

・きまりは大切で，自分の考えだけで変更してはいけ

ないものだ。

(3) 法やきまりの意義について話し合う。

○きまりは何のためにあるのだろう。

・お互いの行動を導くためのもの。

・社会や集団をまとめるためのもの。
(4) 元さんへの手紙を書く。

○規則について学んだことをもとに，元さんに三通目の

手紙を書いてみましょう。


30　灰色の夕陽　（１－(3)　自主・自律）
主題のねらい
　常に自主的に考え，誠実に実行して，その結果について率直に責任をとる態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 勉強とクラブ活動，塾通いの関係について，自分た  ＊自主的に考え，誠実に実行することのたい

　ちの経験を話し合う。                              　せつさはわかっている。しかし，実際には

　・自分の学習の状態をしっかり把握して努力すれば，  　だらだらとした生活に陥ってしまいやすい

　　勉強は大丈夫だ。                                　自分に気づかせ，問題意識を持たせる。

　・両立させるために工夫している。

　・両立できなくて困っている。

(2) 資料『灰色の夕陽』を読んで話し合う。

　①あくまでも塾を続けさせようとするお母さんの願い  ＊生徒の中には，複雑な家庭状況にある者も

　　や心配はどこにあるのか考えよう。                　いる。事前調査した上，気になる生徒につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　いては，あらかじめ指導しておくことが望

　・母は哲夫の性格をよく知っている。                　まれる。

　・学習に力を入れさせようとする母の願いがある。    ＊ここでは塾問題に深入りしないようにした

　・母の不安，いらだちがあった。                    　い。

　・進路の決定に迫られていた。

　②哲夫は，なぜお母さんを裏切ることになってしまっ  ＊原因を，クラブ活動や塾などという自分以

　　たのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　外のものにしてしまって，自分の甘さ，弱

　・必ず計画を実行するという強い決意がなかった。    　さを隠そうとしていることに気づかせる。

　・自分勝手な言動が目だった。                      ＊「規律正しい生活」をするためには，まず

　・自己の欲求のみを主張していた。                  　目標を立て，実行への決意を固めることで

　・サッカーに夢中になっていた。                    　あることを押さえたい。

　・誠実さ，責任感に欠けていた。

　③「母が悪いんだ」という哲夫の考えの中にあるもの  ＊だれでも固い決心のもとに物事に取り組め

　　はなんだろう。　　　　　　　　　　　　　　<③>  　ば成就できることを知らせ，自分の心の弱

　・自分の責任を自己弁護や責任転嫁によってごまかそ  　さに逃げてしまわないで努力を続けること

　　うとしている。                                  　のたいせつさを読み取らせる。また，常に

　・母への甘え，後ろ向きの考えがみられる。          　誠実に努力を重ね，その結果に対しては，

　・わがままを抑え冷静に考えるセルフコントロールが  　自分で責任を持つ心情を育てたい。

　　欠けている。

(3) 資料『灰色の夕陽』からわたしたちが学んだことは  ＊自己の自主的な判断に基づき，周囲の思惑

　どんなことだろう。                                　を気にすることなく，何が正しく何が誤り

　○哲夫の考え方やふるまいから，わたしたちが学べる  　であるかを考えて行動するように指導する

　　ことは何かを考えてみよう。                      　ことがたいせつである。

　・常に誠実に努力を重ね，その結果に対しては自分で  ＊反省点などをまとめさせ，感想文を書かせ

　　責任を持つ。                                    　てもよい。

31　恋のルール　（２－(4)　異性についての理解）
主題のねらい
　互いに相手を尊重し，人間として望ましい生き方を追求していくにふさわしい男女の交際ついて考える。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 作者について知っていることを出し合い，作者の中  ＊著名な作者についての情報を出させ，資料

　学校時代の様子を想像する。                        　についての関心を呼び起こす。また，資料

　・作者の小説や自伝の「ムツゴロウ」シリーズを読ん  　内容は恋愛についてであることを伝え，ね

　　だり，「動物王国」についてのテレビの番組を見た  　らいへの関心を持たせる。ここはできるだ

　　りしたことがある。                              　け短時間で終わる。

(2) 資料『恋のルール』を読んで話し合う。

　①「わたしたちは，綱渡りをしていた。」という文章  ＊みんなから変な目で見られて，何か悪いこ

　　から，「わたし」の気持ちを考えてみよう。        　とでもしているような気持ちになっている

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　「わたし」の気持ちを確認しておきたい。

　・隠れてこそこそした交際だ。                      　時代状況（昭和20年代半ば）からして，男

　・みんなから変な目で見られるようなら，もう交際は  　女交際は清純であることが特に要求されて

　　やめよう。                                      　いたことを押さえる。

　②恋のルールは何のために必要なのだろう。　　<②>

　○「青春文学の古典を読む。」                      ＊特に恋愛にかぎらず，古典にふれることの

　・人生の先輩たちは恋愛について，どんなふうに考え  　意義をも理解させたい。

　　ていたのかを知ることは，参考になる。

　○「天地に恥じぬつき合いをしているという自信を持  ＊「天地に恥じない」ということは，男女交

　　つこと。」                                      　際の場合のルール，すなわち道徳に背かな

　・天地に恥じぬとは，恥ずかしいことをしていないと  　いということである。その意味をつかみ，

　　いうことだ。                                    　現代におけるルールがどのようなものであ

　・どんなことが恥ずかしいことになるのだろう。      　るべきかを考えさせたい。

　○「密室で会わない。」

　・二人だけで会ったらいけないのだろうか。

　○先生は，どうしてこのようなルールを教えたのだろ  ＊男女交際で守るべき基本的な考え方は，人

　　う。                                            　間として互いに尊重し合うことであること

　・互いにたいせつにし合うことが必要である。        　を確認させる。

(3) 自分が今までに読んだり，映画やテレビで見たこと  ＊できるだけ多様な青春文学や映画・テレビ

　のある，青年たちの恋愛を主題とする小説やドラマに  　ドラマが出され，生徒たちが自分で進んで

　ついて紹介し合う。　　　　　　　　　　　　　<③>  　読んだり，見てみようという気持ちになっ

                                                    　たりするように指導する。

32　残飯ゼロ運動　（４－(7)　愛校心）
主題のねらい
　学級・学校が一体となってよりよいあり方を目指そうとする態度を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 学級・学校の行事や係の活動を進める上での問題点  ＊これまでの中学校生活の行事や係活動で悩

　について考えよう。                                　んだこと，失敗したことなどの経験につい

　・指示したことを聞いてくれない。                  　て事前にアンケートを取っておきそれを紹

　・意識がばらばらでまとまらない。                  　介する。必要に応じて，詳しい内容につい

　・自己中心的な行動をとる人がいる。                　て発表させる。

(2) 資料『残飯ゼロ運動』を読んで話し合う。

　①「残飯ゼロ運動」を始められた大森先生の思いはど  ＊この運動が単に残飯をなくすだけの取り組

　　のようなものか考えてみよう。                    　みではなく，学級での協力や給食中の周囲

　・学級で協力して残飯を減らして欲しい。            　への配慮が必要な取り組みであることを知

　・無理に食べさせるようなことはしたくない。        　らせる。

  ・生徒の集団生活に対する意識が向上することを願っ  ＊学級でこの取り組みを行った場合，どのよ

　　ている。                                        　うな問題が起きるか考えさせる。

                                                    ＊学校の残さい率を調べておく。

　②「わたし」が大森先生のアイデアに協力しようと思  ＊自分のためでなく，学級や学校のために行

　　ったのはどうしてだろう。　　　<考えてみよう①>  　動した作者の気持ちを考えさせる。

　・自分の学校の残飯量の多さに驚いた。              ＊学級の諸活動で，学級のために取り組んで

　・学級や学校のために何か役に立ちたいと思った。    　いる生徒の実際の例を上げる。

　③「残飯ゼロ運動」にかける気持ちが下がっていった  ＊取り組みを進める中で，ぶつかった壁を何

　　ときの，「わたし」や周りの生徒の気持ちを考えて  　とか乗り越えようと努力する作者の責任感

　　みよう。                                  <②>  　の強さを考えさせる。

　・あきらめずに努力する作者の責任感の強さ。        ＊現在の学級の行事への取り組みや係活動な

　・自分の努力が報われないとやる気がなくなる。      　どを例にして話を進める。

　④クラスに活気がもどり，完食できたときの，「わた  ＊学級のリーダーに，学級や班をまとめる上

　　し」の気持ちを考えてみよう。              <③>  　で苦労するところや喜びと感じるところを

　・作者の努力と周囲の協力が必要であるということ。  　聞き，資料と学級の状態との似ているとこ

　・ひとつの成功が次へのやる気へとつながるというこ  　ろを気づかせる。

　　と。

(3) 学級・学校の良い取り組みを継続，発展させるため  ＊学校の諸活動の取り組みの中で，リーダー

　にはどのような心構えが必要だろうか。              　の責任感の強さと行動力が必要であること

　　・各自が取り組みに協力し，自分の責任を果たす。  　と，さらに周囲の協力がその取り組みを成

　　・自己中心的な考えで行動しない。                　功に導き，学校の活性化につながることを

    ・リーダーの立場に立って考える。                　強調する。

(4) 自分の食生活について考えてみよう。     　 <④>  ＊ eq \o\ad(社会の食生活の変化を理解させるととも,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・生活が豊かになり，残すことに抵抗がなくなってお  　に，食に関する望ましい生活習慣について

　　り，社会全体で残飯が増えている。                　も考えさせたい。

33　加山さんの願い　（４－(5)　公共の福祉）　

主題のねらい
　ボランティア活動の意義を知り，実践への意欲を高める。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) ボランティア活動の具体例をあげる。              ＊総合的な学習の時間でのボランティア学習

　○自分の知っている（やったことのある）ボランティ  　の実践があればそれに注意を喚起する。

　　ア活動にどのようなものがあるか出してみよう。    ＊インターネットでボランティア協会のホー

　・清掃活動やリサイクル活動                        　ムページを参照することもできる。

　・施設訪問や交流活動                              ＊体験した生徒の感想があれば出させる。

(2) 資料『加山さんの願い』を読んで話し合う。        ＊資料は教師が範読する。

　①加山さんがボランティアを始めたときの気持ちにつ  ＊孤独死を報じる新聞や雑誌の記事を資料と

　　いて考えてみよう。　　　　　　<考えてみよう①>  　して準備しておき，決して架空の出来事で

　・佐藤さんの死に出会って，すごいショック。        　はないことを強調する。

　・じっとしていられなかった。

　②中井さんに交流を拒否された加山さんは，どんな気  ＊「いいことをしている」と考える自分は善

　　持ちになっただろう。                            　であり，それを受け入れない相手が悪だと

　・せっかく訪問しているのに。                      　考えてしまう傾向が人間にはあることに気

　・あんな態度は許せない。                          　づかせたい。

　・独り暮らしは寂しいはずなのに。

　③田中さんに「すみませんね」と礼を言われた加山さ  ＊ボランティアをしている以上，お礼を期待

　　んの気持ちを考えてみよう。                      　しているわけではないが，やはり礼を言わ

　・やっぱり礼を言われるとうれしい。                　れるとうれしいことを押さえる。

　・「すみませんね」じゃ，謝っているみたい。        ＊「すみませんね」と言う田中さんの気持ち

　・礼を言われるためにしてるんじゃないけど。        　を共感的に押さえる。

　④中井さんが加山さんに心を開くようになったのはな  ＊「してあげる」という思いが相手には親切

　　ぜだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　の押し売りになることに気づかせたい。

　・お父さんのことがきっかけ。                      ＊「する」「される」ではなく，対等な人間

　・加山さんが押しつけがましくなかった。            　としての交流が人間のかかわりであること

　・加山さんが真剣に自分のことを思っていると分かっ  　をしっかりと押さえる。

　　たから

　⑤加山さんが「田中さんに謝らなければならない」と  ＊雨の中，じっと自分の田中さんへの思いを

　　考えたのはなぜだろうか。　　　　　　　　　<③>  　反省する加山さんの姿を具体的にイメージ

　・田中さんにつらい思いをさせていたと気づいた。    　して共感的に考えたい。

(3) ボランティアを実践するときにたいせつなことにつ   eq \o\ad(＊資料中の最後の文章「今日も加山さんは,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　いて，自分の気づいたことをワークシートに書く。    　 eq \o\ad(『ちょっと行ってくるよ』と出かける｡｣と,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
                                                    　いう中の，「ちょっと」という言葉の意味

                                                    　を考えることを手掛かりにできる。

34　ふるさと便　（４－(8)　郷土愛）
主題のねらい
　地域社会の一員としての自覚をもち，お互いに協力し，郷土の発展に尽くそうとする気持ちを育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 地域の特色について話し合う。                    ＊郷土の自然・文化・伝統・人間（人情）な

　○自分たちの郷土（市・町・村）で誇りに思えるのは  　どという観点から発表させる。

　　何か。                                          ＊都市においては，郷土意識が育たず，農漁

　・緑が多く，自然に恵まれている。                  　村でも郷土意識が薄くなっていく傾向がみ

　・計画的に開発されていて，生活に便利だ。          　られるので，郷土を知り，郷土を愛するこ

　・楽しい行事や催しがある。                        　とのたいせつさに気づかせたい。

(2) 資料『ふるさと便』を読んで話し合う。

　①役場の『村だより』係の人は，どんなことに気をつ  ＊指導者自らの郷土との結びつきの体験を導

　　けて書いているだろう。　　　　<考えてみよう①>  　入にして学習の方向づけをするのもよい。

　・村の様子を伝えたい。村を忘れないでほしい。      ＊生まれ育った土地にはいろいろな思い出が

　・離れていてもふるさとに関心を持っていてほしい。  　あるはずである。生徒一人一人の思いをた

　・村の人々も，精一杯生活している。                　いせつにしたい。

　②『村だより』を読んでいる石原さんの気持ちを考え  ＊『村だより』の果たしている役割について

　　てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　しっかり把握させ，石原さんがふるさとと

　・ふるさとの秋の山や，残っている肉親や友人のこと  　の「きずな」だという気持ちを理解させた

　　が想像できる。懐かしい。                        　い。

　・出身者のことを考えてくれるふるさとを持っていて

　　誇れる。

　③旅行先の宿舎へ，郷里出身の先輩が訪ねたときの様  ＊村でも，郷土の発展のために努力している

　　子は，どんなだっただろう。　　　　　      <③>  　人々のいることを，他の例も交えて考えさ

　・立派に活躍している先輩を囲んで賑やかだった。    　せる必要がある。

　・先輩たちも，恩師や後輩に会えて喜んだだろう。

　・後輩の励みになったと思う。

　④山菜のびんづめ加工を始めた青年たちの気持ちを考  ＊村には働く場が少ないため，村を離れなけ

　　えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　<④>  　ればならない人が多く，人手不足であるこ

　・郷土の発展のために新しい事業をしたい。          　とを説明する。活気のある村づくりに人々

　・多くの人に，村のおいしい山菜を食べてほしい。    　が協力し合う働きもある。

　⑤中断していた「みこし」が出せるようになったこと  ＊行事の様子や意味をもとに，みんなが協力

　　について考えてみよう。                          　し合っていることを話し合わせ，郷土のよ

　・伝統のある行事が復活できてよかった。            　さに気づかせる。

　・村の他の地区の人々の協力があった。

(3) 郷土と自分たちの結びつきを見つめ直す。          ＊郷土への愛情，郷土の発展を願う気持ちは

　○地域のために今できることを話し合う。            　だれにでもあることに気づかせる。

35　世界がぜんたい幸福に　（４－(10)　世界平和，人類愛）
主題のねらい
　世界の中の日本人としての自覚をもち，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）              指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料を読み，感じたことを発表する。

　○『世界がぜんたい幸福に』を読んで印象に残ったこ  ＊感じたことを素直に発表させる。

　　とを発表しよう。
　・「世界が全体幸福に」ならなくては，本当の幸福で

　　はないって難しいことだな。

　・世界の国々の間に戦争などが起こり，決して世界全  ＊世界の状況に目を向けさせると具体的な理

　　体が幸福にはなっていない。                      　解につなぐことができる。

(2) 資料『世界がぜんたい幸福に』を読んで話し合う。

　①「世界全体の幸福」と「個人の幸福」とが，分かち  ＊一人一人がすべて幸福になって初めて「自

　　がたい一つのものであると言い切った賢治の言葉の  　他の幸福」が達成されたことになることに

　　意味を考えてみよう。　　　　　<考えてみよう①>  　ついて気づかせたい。

　・一人一人すべてが幸福になって初めて，世界全体が  ＊自分だけの幸福追求は，利己的な考え方で

　　幸福になったと言えるのだ。                      　あることを押さえておきたい。

　・自分さえ幸福であればよいという考えは利己的な考

　　えそのものだ。

　②「世の中のことは，自分とは無関係」と言ってしま  ＊他人のことを考えられない貧しい，すさん

　　える人の心は，どうして荒野の風景を連想させるの  　だ冷たい心を表現して「荒野の風景」と言

　　だろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　っているが，「荒野の風景」に相当する内

　・自分のことしか考えられない人は，すさんださみし  　容を具体的に考えさせ発表させると，より

　　い心の持ち主であるからである。                  　切実感を持って理解できるであろう。

　③「自分発掘の幸福感」とはどういう感情をいうのだ  ＊人の喜びを喜びとし，人の痛みを痛みとし

　　ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　て受け止めることは，なかなか難しいこと

　・自分の欲を克服し，人の喜びをともに喜び合え，人  　であるが，自分欲を克服し，他人をいたわ

　　の痛みを痛みとして受け止めることのできる優しい  　る気持ちから初めて芽ばえるものであるこ

　　気持ちのあることがわかったときに味わうことので  　とについて考えさせたい。

　　きるすばらしい感情であろう。

　・みんなこのすばらしい心を持っているのに，なかな  ＊だれもがほんとうは，このすばらしい心を

　　か発掘できないでいる。                          　持っていることを押さえさせたい。

(3) 人間がともに幸せに生きていくうえでたいせつなこ  ＊他人の幸福のために，自分自身が精一杯力

　とはどんなことか，自分の生活をふり返ってみながら  　を発揮でき，他人が幸福を感じている姿に

　まとめてみよう。　　　　　　　　　　　　　　<④>  　接したとき，本当に幸せを感じるものであ

　・他人の幸福のために，自分自身の力を発揮できたと  　 eq \o\ad(ることを，経験を想起させながら発表さ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　き，いちばん幸せだと思う。                      　せ，まとめとしたい。

＊導入として，資料の「わたし」の心の動きを追体験させ，共感させるための伏線としたい。　








＊日ごろ忙しくて家事は祖母任せであった母が，友達を連れてきた「わたし」のために作ってくれたことに対して，声を荒げてしまった「わたし」である。また，妹や祖母に対しても，自分への気遣いに気づけていない「わたし」である。


　　自分たちもそのように接してしまうときがあるという共感的な姿勢とともに，その「わたし」を客観的にとらえて話し合うことにより，生徒自身が自らを振り返って考えることができるようにする。








＊周りの人々の思いに気づくことができず，してもらうのが当たり前と思って自己中心的に振る舞っていた「わたし」と生徒自身とを重ね合わせて考えさせたい。


＊自分の姿を振り返り，感謝の気持ちを表そうとしている「わたし」の気持ちを考え合うことを通して，生徒自身も，自分を支えてくれている人々への自らの気持ちを考えることができるようにする。





＊「ありがとう」という言葉は，なかなか気恥ずかしくて言えない。しかし，「ありがとう」は，言った方も言われた方も心が温まる言葉であることに気づかせたい。





＊今まで気づかなかったことにも目を向けさせたい。綴った詩を読み合ったり，学級に掲示したりして感謝の心の輪を広げたい。





＊校則など，日ごろの生活と関係の深いものを具体的に指示し，感じていることを出し合えるようにする。


　　よいと思える点が出なければ，交通ルールなどがなければどのような状態になるかを指摘して，否定的な意見が多くならないようにする。　　　　　　　　　　　　





＊元さんは，規則の存在を知っていながらあえて入園させたことを押さえておく。


＊多くの人が同意できそうな状況であることも押さえる。











＊元さんが事務所で待っている時の心境を実感できるようにしたい。


＊元さんのとった行動が引き起こした事態から，やはり問題であったことに気付くようにする。





＊みんなに迷惑をかけたが，姉弟や母親が喜んでいてくれることに満足し，元さんも喜んでいる点を押さえる。


＊きまりは集団や社会全体をまとめているもので，個人の考えだけで変更できないものであることに考えが至るようにする。


＊元さんは，解雇という事実を納得して受け入れている。自分の言動の責任を潔く引き受ける姿から学べることもある。





＊法やきまりについて自分なりの考えをもち，その意義を幅広い観点で理解できるようにする。





＊元さんの生き方から，規則について学んだことをまとめる形で。








